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研究成果の概要（和文）：職域の産業医と産業保健師が協働し、定期健診、睡眠時無呼吸健診、心臓病健診のデ
ータベースを構築・統合し、高血圧発症に関与する新たな因子の探索を行った。高血圧発症のリスク因子として
随時中性脂肪高値、非肥満者における睡眠関連呼吸障害の存在が同定され、これらの研究成果は高血圧領域の国
際誌に発表した。また、本研究から得られた研究成果は、保健指導や健康講話を通して乗務員健康管理にフィー
ドバックできた。産業保健師・産業医による多職種連携も推進され、多職種連携コンピテンシーの獲得に向けた
体制も構築されつつある。

研究成果の概要（英文）：Occupational health physicians and occupational health nurses worked 
together to create and integrate databases of periodic health examinations, health screenings for 
sleep apnea, and cardiac health examinations, and to identify new factors involved in the 
development of hypertension. The study identified high levels of causal serum triglycerides levels 
and the presence of sleep-disordered breathing in non-obese individuals as risk factors for the 
development of hypertension, and these research results were published in an international journal 
in the field of hypertension. In addition, the research findings from this study were incorporated 
into crew health management through counseling and health lectures. Multidisciplinary cooperation 
between occupational health nurses and occupational health physicians has also been promoted, and a 
system for acquiring multidisciplinary cooperation skills is being established.

研究分野： 高血圧

キーワード： 高血圧　高中性脂肪血症　睡眠関連呼吸障害　多職種連携

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国においては高血圧患者の血圧管理はいまだ不十分であり、今後高血圧を発症させないための予防的方策も
重要な課題である。高血圧発症に関与する因子を明らかにし、適切な指導を行うことで高血圧発症予防につなげ
ることが可能となる。しかし、そのような予防的方策を医師のみで実践するのは難しく、保健師、看護師、薬剤
師や管理栄養士などの専門職との緊密な協力・連携が不可欠である。本研究の遂行を通して多職種による高血圧
管理スキームの確立、多職種連携コンピテンシーの醸成を目指した。今後、さまざまな医療現場において多職種
連携による高血圧管理を推進することで、わが国の高血圧患者の血圧管理の向上が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

高血圧は脳心血管病の最大の危険因子であり、わが国における高血圧に起因する脳

心血管病死亡者数は年間約 10 万人とも推定されている。脳心血管病を予防し健康寿命

の延伸を図るためには厳格な血圧管理が必要であり、高血圧治療ガイドライン

2019(JSH2019)でも多くの病態で高血圧患者の降圧目標値が 130/80mmHg 未満に引き下

げられた。しかし現状では、わが国の高血圧患者約 4300 万人のうち血圧が 140/90mmHg

未満に管理されている者はわずか 1200 万人に過ぎない (JSH2019)。さらに、わが国に

おいては中年男性の高血圧有病率は低下しておらず、今後、高血圧有病者数が増加す

る可能性さえ危惧されている(JSH2019)。このような現状を鑑みると、JHS2019 で提唱

された 130/80mmHg 未満の降圧目標の達成は相当に困難であると予想され、今後は高血

圧患者の適切な血圧管理のみならず、高血圧を発症させないための予防的方策もこれ

まで以上に重要な課題となってくる。中年男性の高血圧有病率が低下していない原因

も肥満との関連が示唆されているものの詳細は不明である。高血圧発症に関与する因

子を明らかにすることができれば、適切な指導により高血圧発症予防につなげること

が可能となる。しかし、そのような予防的方策を医師のみで実践するのは難しく、保

健師、看護師、薬剤師や管理栄養士などの専門職との緊密な協力・連携が不可欠であ

る。 
 
 
２．研究の目的 
 

多職種連携によって高血圧発症に関与するリスク因子を同定し、リスクに応じた適

切な指導を行うことで高血圧発症予防につなげることが本研究の目的である。本研究

課題では職域の産業保健師と産業医が協働して、①新たなデータベースの構築、②交

感神経活性化に焦点を当てた高血圧発症に関与する新たな因子の探索、③多職種によ

る血圧管理スキームの確立を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 

1.新たなデータベースの構築 

毎年の定期健康診断時に下記 1）～5）のデータを収集し、データベースを更新して

いくとともに、新たに、3 年ごとの睡眠時無呼吸健診および 5 年ごとの心臓病健診で

得られたデータを基に下記 6）～8）に関するデータベースを構築する。 

1) 年齢,性 

2) 身体計測値：身長, 体重, 腹囲, 安静時血圧, 脈拍数 

3) 生活習慣：喫煙, 飲酒, 食事, 運動 

4) 血液・尿検査 

5) 安静時心電図所見(心拍数, SV1+RV5) 

6) 簡易睡眠検査および終夜睡眠ポリソムノグラフィー検査所見（総睡眠時間, 入眠潜

時，覚醒反応指数，中途覚醒時間，徐波睡眠時間，周期性四肢運動の回数、無呼吸

低呼吸指数） 



7) 心臓超音波検査所見（左房径, 中隔壁厚, 後壁厚, 拡張期左室径, 収縮期左室径, 

左室駆出率, 左室拡張能 E/e’） 

8) トレッドミル運動負荷試験所見（運動時最大収縮期/拡張期血圧, 運動時最大心拍

数, 運動終了時収縮期/拡張期血圧, 運動終了後収縮期/拡張期血圧）  

 

2.高血圧発症に関与する新たな因子の探索 

定期健診、睡眠時無呼吸健診、心臓病健診のデータベースを統合し、高血圧発症に関

与する因子の探索を行う。本研究では中年男性の高血圧発症と交感神経活性化との関

連に焦点をあてデータを分析する。具体的には、肥満や睡眠障害(交感神経の活性化亢

進が認められる病態)と高血圧発症との関連、運動時の過剰な血圧上昇(交感神経の活

性化亢進を反映)と高血圧発症との関連について分析し、高血圧発症の新たな予測因子

を明らかにする。 

1)研究デザイン 

後ろ向きコホート研究 

2)対象者 

鉄道バス事業者従業員約8000人のうち、2006年から2019年の定期健診受診歴があり、

高血圧既発症者あるいは期間中 2 回以上の定期健診未受診歴がある 2000 名を除外し

た約 6000 名（平均年齢 37 歳、男性比率 86%）。 

3)評価項目 

下記の項目に関して Cox 比例ハザードモデルなどを用いて検討を行う。 

① 肥満と新規高血圧発症との関連。 

② 睡眠障害と新規高血圧発症の関連。 

③ 運動負荷時の過剰な血圧上昇と新規高血圧発症との関連。 

 

3.多職種による高血圧管理スキームの確立  

本研究では、データ収集、データ分析、結果発表、保健指導・健康講話等による職域

へのフィードバックは健康管理センターの20名の産業保健師と9名の産業医が協働し

て行う。産業保健師・産業医は担当事業所での職場巡視や健康相談の際に、高血圧発

症予測因子を持つ従業員に対し保健指導を行うとともに血圧値の経過フォローを行う。

産業保健師が高血圧診療に関する専門的知識を深化させ、対象者へ的確な助言や指導

ができるようになるために、高血圧専門医資格をもつ産業医の講習会の開催や高血圧・

循環器病予防療養指導士の資格取得への支援を行う。本研究の遂行を通して多職種に

よる高血圧管理スキームを確立させ、多職種連携コンピテンシーの醸成を目指す。 
 
 
４．研究成果 
 

1.新たなデータベースの構築 

2020年以降の定期健診データを収集し、毎年データベースの更新を行った。2006年以

降に行われた3年ごとの睡眠時無呼吸健診および5年ごとの心臓病健診のデータを収集

し、研究の方法に記載した項目に関して新たなデータセットを作成し、定期健診デー

タベースとのデータの統合を完了させた。 

 



2.高血圧発症に関与する新たな因子の探索 

定期健診、睡眠時無呼吸健診、心臓病健診のデータを統合させたデータベースを用いて、

高血圧発症に関与する因子の探索を行った。本研究課題では下記の研究成果を得ること

ができた。 

1) 男性を主体とする日本人職域集団において、随時血中中性脂肪高値が新規高血圧発

症を増加させることを明らかにした。肥満者の高血圧発症に高中性脂肪血症が関与

する可能性が示唆された（Tomita et al, J Hypertens. 2021; Goto, Endocr Metab Immune 

Disord Drug Targets. 2023）。 

2) 日本人男性では、肥満者のみならず非肥満者においても睡眠関連呼吸障害を有する

場合があり、睡眠関連呼吸障害の重症度は血圧値と有意な正の相関を示すことを明

らかにした。非肥満者の高血圧に睡眠関連呼吸障害が関与する可能性が示唆された

（Inoue et al, Hypertens Res. 2024）。 

さらに、喫煙が新規高血圧の発症リスクを増加させること、睡眠関連呼吸障害と運動時

の過剰な血圧上昇に関連があるとの分析結果も得ており、論文投稿準備をすすめている。 

 

3.多職種による高血圧管理スキームの確立  

本研究課題のデータ収集、データベース構築に関しては産業保健師と産業医とが協働

しておこなった。本研究から得られた研究成果は、保健指導や健康講話を通して乗務

員健康管理にフィードバックされている。共同研究者の産業保健師は、乗務員の生活

習慣病発症にかかわる生活習慣について検討をおこない修士号を取得した。産業保健

師・産業医による多職種連携も推進され、多職種連携コンピテンシーの獲得に向けた

体制も構築されつつある。 
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